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は
じ
め
に
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
と
い
う
鳥
に
は
、
様
々
な
漢
字
表
記
が
存
在
す
る
。
試
み
に
一
般
的
と
思
わ
れ
る
国
語
辞
書
、『
広
辞
苑
』
第
六
版
で
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
を
引
い
て
み
る
と
、「
杜
鵑
」、「
霍
公
鳥
」、「
郭
公
」、「
時
鳥
」、「
子
規
」、「
杜
宇
」、「
不
如
帰
」、「
沓
手
鳥
」、「
蜀
魂
」
と
、
九
種
類
の
表
記
が
出
て
く
る⑴
。
本
稿
で
は
、「
語
の
隣
接
」、「
書
写
の
態
度
」
と
い
う
点
か
ら
、
表
記
の
使
用
に
つ
い
て
考
え
る
。「
語
の
隣
接
」
と
は
、「
同
じ
語
が
並
ん
だ
と
き
に
、
同
じ
表
記
を
使
用
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
松
英
雄
「
藤
原
定
家
の
文
字
遣
「
を
」「
お
」
の
中
和
を
中
心
と
し
て⑵
」
は
、『
土
左
日
記
』
の
写
本
を
扱
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
一
月
七
日
の
条
で
は
、
青
谿
書
屋
本
が
「
お
…
お
…
お
…
」
と
い
う
連
続
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
定
家
本
で
は
「
お
…
乎
…
越
…
」
と
い
う
、
変
化
に
富
ん
だ
形
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
二
月
六
日
の
条
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
　
同
一
字
形
の
隣
接
を
避
け
て
補
助
字
形
を
使
用
す
る
の
も
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
縦
の
変
化
に
気
を
配
る
の
も
、
す
べ
て
、
目
移
り
に
よ
る
と
ば
し
や
重
複
の
可
能
性
を
封
じ
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
い
う
「
一
月
七
日
の
条
」
と
は
「
お
ん
な
お
き
な
に
お
し
つ
へ
し
」、
「
二
月
六
日
の
条
」
と
は
「
お
ん
な
お
き
な
ひ
た
ひ
に
て
を
あ
て
ゝ
」（
ど
ち
ら
も
青
谿
書
屋
本
の
表
記
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
が
、
定
家
本
で
は
「
お
ん
な
乎
き
な
に
越
し
つ
へ
し
」、「
乎
ん
な
お
き
な
ひ
た
ひ
に
て
乎
あ
て
ゝ
」
と
、
「
目
移
り
に
よ
る
と
ば
し
や
重
複
」
を
防
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
と
い
う
語
が
並
ん
だ
場
合
に
、
同
じ
表
記
が
用
い
ら
れ
る
の
か
、「
語
の
隣
接
」
に
注
目
し
て
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
の
表
記
選
択
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
「
書
写
の
態
度
」
は
、
書
写
を
行
う
と
き
に
参
照
し
た
本
の
表
記
を
、
ど
の
程
度
尊
重
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仮
名
の
字
母
ま
で
同
じ
も
の
を
用
い
る
の
か
、
本
文
の
内
容
の
み
を
写
す
の
か
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
浅
田
徹
「
不
違
一
字
」
的
書
写
態
度
に
つ
い
て⑶
」
は
、「
不
違
一
字
」
と
い
う
書
写
態
度
を
、「
親
本
の
字
母
づ
か
い
を
す
べ
て
保
存
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
、「
親
本
の
書
風
・
筆
意
な
ど
は
必
ず
し
も
保
存
さ
れ
ず
、
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
な
ど
も
保
存
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
不
違
一
字
」
的
に
書
写
さ
れ
て
き
た
本
と
し
て
、
定
家
の
自
筆
本
が
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
三
代
集
写
本
に
お
け
る
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
林
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次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
ち
な
み
に
、
御
子
左
家
の
者
な
ら
誰
で
も
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
定
家
の
父
俊
成
の
筆
蹟
を
「
不
違
一
字
」
に
写
し
た
と
い
う
奥
書
は
平
安
・
鎌
倉
期
に
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
ま
た
、
俊
成
の
師
で
あ
り
、
御
子
左
家
の
家
説
の
み
な
も
と
で
も
あ
る
は
ず
の
基
俊
に
つ
い
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
扱
い
に
差
が
あ
る
の
は
、
定
家
が
三
代
集
・
伊
勢
物
語
・
源
氏
物
語
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
今
後
自
家
が
証
本
と
す
べ
き
本
を
自
ら
校
定
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
定
家
本
が
証
本
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
時
点
で
、
そ
れ
以
前
の
基
俊
本
・
俊
成
本
は
証
本
と
し
て
の
価
値
を
失
う
の
で
あ
り
、
あ
と
は
尚
古
的
価
値
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
に
よ
っ
て
し
か
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
こ
と
は
、
鎌
倉
の
終
わ
り
ま
で
に
「
不
違
一
字
」
に
写
さ
れ
た
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
三
代
集
・
伊
勢
物
語
・
源
氏
物
語
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
も
も
ち
ろ
ん
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
証
本
を
定
め
ら
れ
な
い
作
品
に
は
、「
不
違
一
字
」
的
書
写
の
対
象
に
は
な
り
に
く
い
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
三
代
集
の
表
記
を
扱
う
。
定
家
本
を
底
本
と
す
る
写
本
で
は
、
表
記
は
ど
こ
ま
で
保
存
さ
れ
る
の
か
、
時
代
ご
と
に
表
記
の
傾
向
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
定
家
筆
本
の
表
記
と
比
較
し
な
が
ら
、「
書
写
の
態
度
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。
一　
歌
頭
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
ま
ず
は
、『
古
今
和
歌
集
』
写
本
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
に
つ
い
て
、「
語
の
隣
接
」
と
い
う
点
に
注
目
し
て
考
え
て
い
く
。
こ
の
点
を
考
え
て
い
く
う
え
で
重
要
に
な
る
の
が
、「
和
歌
を
何
行
で
書
写
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
に
掲
げ
る
図
一
は
『
古
今
和
歌
集
』
元
永
本
（
一
一
二
〇
年
書
写
）
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
一
行
目
に
「
ほ
と
ゝ
き
す
な
く
こ
ゑ
き
け
は
わ
か
れ
に
し
」、
二
行
目
に
「
ふ
る
さ
と
さ
へ
そ
こ
ひ
し
か
り
け
る
」
と
あ
り
、
和
歌
を
二
行
に
分
け
て
書
写
し
て
い
る
。
図
一　
『
古
今
和
歌
集
』
元
永
本⑷
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）

（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
一
方
、
図
二
と
し
て
示
す
『
古
今
和
歌
集
』
伊
達
本
は
、
一
行
目
に
「
郭
公
な
く
こ
ゑ
き
け
は
わ
か
れ
に
し
ふ
る
さ
と
さ
へ
そ
こ
ひ
し
か
り
け
る
」
の
よ
う
に
、
和
歌
を
一
行
に
お
さ
め
て
い
る
。
図
二　
『
古
今
和
歌
集
』
伊
達
本⑸
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）
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こ
こ
で
は
、
十
種
類
の
写
本
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
。
表
一
は
、
十
種
類
の
写
本
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
俊
成
本
の
形
式
を
見
て
お
き
た
い
。
図
三
と
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
俊
成
本
を
示
す
。
こ
こ
に
は
、
和
歌
が
二
首
書
か
れ
て
い
る
。
一
四
六
番
は
、
一
行
目
に
「
ほ
と
ゝ
き
す
な
く
こ
ゑ
き
け
は
わ
か
れ
に
し
」、
二
行
目
に
「
ふ
る
さ
と
さ
へ
そ
こ
ひ
し
か
り
け
る
」
と
、
二
行
に
分
け
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
二
首
目
は
、「
ほ
と
ゝ
き
す
な
か
な
く
／
さ
と
の
あ
ま
た
あ
れ
は
な
ほ
う
と
ま
れ
ぬ
／
お
も
ふ
物
か
ら
」（
傍
線
部
小
文
字
、「
／
」
の
場
所
で
改
行
）
と
、
一
行
に
お
さ
め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
図
の
三
行
目
が
丁
の
最
後
に
あ
た
る
部
分
で
あ
り
、
一
つ
の
和
歌
が
丁
を
ま
た
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
表
一
の
俊
成
本
の
行
数
を
「
２
※
」
と
し
た
。
図
三　
『
古
今
和
歌
集
』
俊
成
本⑹
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）
こ
こ
か
ら
は
、『
古
今
和
歌
集
』
一
四
六
番
、
一
四
七
番
を
対
象
に
、
書
写
の
形
式
と
表
記
の
選
択
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
一
四
六
番
、
一
四
七
番
は
、
ど
ち
ら
も
歌
頭
が
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
二
行
書
き
写
本
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
を
見
て
い
く
。
図
一
と
し
て
示
し
た
通
り
、
元
永
本
は
二
行
で
和
歌
を
記
し
て
い
る
。
一
四
六
番
の
歌
頭
（
一
行
目
）
は
「
奉
と
ゝ
き
す
」、
一
四
七
番
の
歌
頭
（
三
行
目
）
は
「
保
と
ゝ
き
す
」
と
、
異
な
る
字
母
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
句
で
始
ま
る
二
首
の
和
歌
に
、
視
覚
的
な
区
別
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
ほ
か
の
二
行
書
き
の
写
本
で
は
ど
う
か
。
図
三
で
は
、
二
首
と
も
「
本
と
ゝ
き
す
」
と
な
っ
て
い
る
。
図
四
と
し
て
清
輔
本
を
示
す
。
図
四　
『
古
今
和
歌
集
』
清
輔
本⑺
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）
清
輔
本
で
は
、
ど
ち
ら
の
和
歌
の
歌
頭
に
も
「
郭
公
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
元
永
本
と
同
じ
二
行
書
き
の
写
本
で
あ
っ
て
も
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
に
差
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
一
行
書
き
の
写
本
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
を
見
て
い
く
。
図
二
で
示
し
た
伊
達
本
は
、
一
四
六
番
の
歌
頭
は
「
郭
公
」、
一
四
七
番
の
歌
頭
は
「
ほ
と
ゝ
き
す
」
と
、
異
な
る
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
他
の
写
本
で
は
ど
う
な
の
か
。
ま
ず
は
、
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
二
本
で
の
表
記
を
見
る
。
『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
本⑻
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）
郭
公
鳴
聲
き
け
は
別
に
し
舊
里
さ
へ
そ
こ
ひ
し
か
り
け
る
時
鳥
な
か
な
く
里
の
あ
ま
た
あ
れ
は
猶
う
と
ま
れ
ぬ
思
物
か
ら
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表
一
　『
古
今
和
歌
集
』
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
行
数
ひ
ら
が
な
郭
公
時
鳥
そ
の
他
合
計
備
考
写
本
名
筆
写
年
代
祖
本
用
例
割
合
用
例
割
合
用
例
割
合
用
例
割
合
元
永
本
1120
年
2
49
94%
2
4%
0
0%
1
2%
52
俊
成
本
1161
年
伝
貫
之
自
筆
本
2
※
45
88%
6
12%
0
0%
0
0%
51
423
番
詞
書
な
し
伊
達
本
鎌
倉
初
期
俊
成
昭
和
切
1
9
17%
43
83%
0
0%
0
0%
52
嘉
禄
本
1227
年
俊
成
昭
和
切
1
4
8%
39
75%
9
17%
0
0%
52
清
輔
本
鎌
倉
中
期
藤
原
通
宗
本
2
33
63%
19
37%
0
0%
0
0%
52
為
家
本
1267
年
定
家
貞
応
二
年
本
1
25
48%
25
48%
2
4%
0
0%
52
飛
鳥
井
雅
親
本
室
町
中
期
為
相
相
伝
嘉
禄
二
年
本
1
15
29%
24
46%
13
25%
0
0%
52
橋
本
公
夏
本
1525
年
定
家
貞
応
二
年
本
1
46
88%
6
12%
0
0%
0
0%
52
三
条
西
実
隆
本
1529
年
定
家
貞
応
二
年
本
1
25
48%
23
44%
4
8%
0
0%
52
清
水
谷
公
松
本
1565
年
定
家
貞
応
二
年
本
1
33
63%
19
37%
0
0%
0
0%
52
表
二
　『
後
撰
和
歌
集
』
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
行
数
ほ
と
ゝ
き
す
郭
公
時
鳥
そ
の
他
合
計
備
考
写
本
名
筆
写
年
代
祖
本
用
例
割
合
用
例
割
合
用
例
割
合
用
例
割
合
天
福
本
1234
年
1
7
17%
34
83%
0
0%
0
0%
41
甘
露
寺
親
長
本
1478
年
1
24
71%
10
29%
0
0%
0
0%
34
巻
11
以
降
欠
落
桂
宮
諸
大
夫
永
盛
本
江
戸
中
期
1
12
29%
16
39%
13
32%
0
0%
41
忠
順
本
1855
年
天
福
本
→
藤
原
雅
康
本
1
10
24%
21
51%
10
24%
0
0%
41
表
三
　『
拾
遺
和
歌
集
』
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
行
数
ほ
と
ゝ
き
す
郭
公
時
鳥
そ
の
他
合
計
備
考
写
本
名
筆
写
年
代
祖
本
用
例
割
合
用
例
割
合
用
例
割
合
用
例
割
合
天
福
本
1233
年
1
5
11%
40
87%
1
2%
0
0%
46
観
慧
本
1290
年
天
福
融
覚
識
語
竄
入
本
1
5
11%
40
87%
1
2%
0
0%
46
九
条
稙
通
本
1534
年
天
福
本
1
8
17%
19
41%
19
41%
0
0%
46
貞
応
本
1588
年
貞
応
本
1
13
28%
30
65%
3
7%
0
0%
46
中
院
通
茂
本
1677
年
天
福
融
覚
識
語
竄
入
本
1
5
11%
40
87%
1
2%
0
0%
46
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『
古
今
和
歌
集
』
為
家
本⑼
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）
ほ
と
ゝ
き
す
な
く
聲
き
け
は
わ
か
れ
に
し
ふ
る
さ
と
さ
へ
そ
こ
ひ
し
か
り
け
る
郭
公
な
か
な
く
さ
と
の
あ
ま
た
あ
れ
は
猶
う
と
ま
れ
ぬ
思
も
の
か
ら
嘉
禄
本
で
は
「
郭
公
」
と
「
時
鳥
」、
為
家
本
で
は
「
ほ
と
ゝ
き
す
」
と
「
郭
公
」
と
い
う
表
記
に
な
っ
て
お
り
、
二
首
の
間
で
表
記
に
変
化
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
定
家
筆
の
二
本
、
そ
し
て
「
定
家
自
筆
貞
応
二
年
本
を
忠
実
に
書
写
し
た⑽
」
為
家
本
で
も
、
そ
の
よ
う
な
工
夫
が
見
ら
れ
た
。
続
い
て
、
室
町
時
代
に
書
写
さ
れ
た
四
本
で
の
表
記
を
見
て
い
き
た
い
。
図
五　
『
古
今
和
歌
集
』
飛
鳥
井
雅
親
本⑾
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
図
六　
『
古
今
和
歌
集
』
橋
本
公
夏
本⑿
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
七　
『
古
今
和
歌
集
』
三
条
西
実
隆
本⒀
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
八　
『
古
今
和
歌
集
』
清
水
谷
公
松
本⒁
（
一
四
六
番
・
一
四
七
番
）

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
橋
本
公
夏
本
（
図
六
）
で
あ
る
。
橋
本
公
夏
本
で
は
、
一
四
六
番
は
「
ほ
と
ゝ
き
す
」、
一
四
七
番
は
「
郭
公
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
橋
本
公
夏
本
は
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
五
十
二
例
の
う
ち
、
漢
字
は
合
わ
せ
て
六
例
の
み
と
い
う
、
仮
名
表
記
を
多
用
す
る
写
本
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
写
本
の
中
で
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
と
い
う
語
が
隣
り
合
う
部
分
に
「
郭
公
」
と
漢
字
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
書
写
者
が
意
識
し
て
使
用
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
飛
鳥
井
雅
親
本
で
は
「
時
鳥
」
と
「
郭
公
」
と
漢
字
同
士
で
、
清
水
谷
公
松
本
で
は
「
郭
公
」
と
「
ほ
と
ゝ
き
す
」
と
、
漢
字
と
仮
名
で
書
き
分
け
を
行
っ
て
い
る
。
三
条
西
実
隆
本
は
ど
ち
ら
も
仮
名
表
記
だ
が
、
元
永
本
と
同
様
、「
保
と
ゝ
き
す
」、「
本
と
ゝ
き
す
」
と
、「
ほ
」
の
字
母
が
異
な
っ
て
い
る
。
一
行
書
き
の
写
本
で
は
、
隣
接
し
た
場
合
の
書
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
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二　
歌
頭
以
外
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
そ
れ
で
は
、
歌
頭
以
外
で
も
こ
の
よ
う
な
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
続
い
て
、『
古
今
和
歌
集
』
の
ほ
か
の
隣
接
箇
所
を
見
て
い
く
。
隣
り
合
う
和
歌
の
同
じ
句
に
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
登
場
す
る
と
き
の
表
記
を
扱
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
語
の
隣
接
の
程
度
に
も
注
目
し
、
そ
の
度
合
い
を
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
に
分
類
す
る
。
隣
接
の
度
合
い
は
、
次
の
よ
う
に
す
る
。
隣
接
Ⅰ
…
…
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
完
全
に
並
ぶ
（
漢
字
・
仮
名
は
問
わ
な
い
）
例
：
図
九　
『
古
今
和
歌
集
』
伊
達
本
（
一
五
三
番
・
一
五
四
番
）
隣
接
Ⅱ
…
…
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
の
出
現
位
置
に
、
一
文
字
以
上
の
ず
れ
が
あ
る
例
：
図
十　
『
古
今
和
歌
集
』
伊
達
本
（
一
四
八
番
・
一
四
九
番
）
隣
接
Ⅲ
…
…
同
じ
句
に
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
登
場
す
る
が
、
並
ば
な
い
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
一
四
六
番
と
一
四
七
番
の
第
一
句
以
外
に
、
一
四
八
番
と
一
四
九
番
の
第
三
句
、
一
五
三
番
と
一
五
四
番
の
第
三
句
で
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
隣
接
す
る
。
ま
ず
は
、
右
に
挙
げ
た
伊
達
本
を
含
む
、
鎌
倉
時
代
書
写
の
三
本
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
を
見
て
み
た
い
。
な
お
、
翻
刻
で
示
す
場
合
に
は
、
隣
接
の
状
況
を
再
現
す
る
た
め
に
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
て
調
整
を
行
う
。
『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
本
（
一
四
八
番
・
一
四
九
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ
思
出
る
と
き
は
の
山
の　
時
鳥
唐
紅
の
ふ
り
い
て
ゝ
そ　
鳴
聲　
は
し
て
涙　
は
見
え
ぬ
郭
公
わ
か
衣
手
の
ひ
つ
を
か
ら
南
『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
本
（
一
五
三
番
・
一
五
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ
五
月
雨
に
物
思
ひ
を
れ
は
時
鳥
夜　
深　
く
鳴
て
い
つ
ち
行
覧
夜
や
暗
き
道
や
ま
と
へ
る
時
鳥
わ
か
や
と
を
し
も
過
か
て
に
鳴
『
古
今
和
歌
集
』
為
家
本
（
一
四
八
番
・
一
四
九
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ
思
い
出
る
と
き　
は
の
山
の
郭
公
唐
紅　
の
ふ
り
い
て
ゝ
そ
な
く
こ
ゑ
は
し
て
な
み
た
は
見
え
ぬ
郭
公
わ
か
衣
手
の
ひ
つ
を
か
ら
南
『
古
今
和
歌
集
』
為
家
本
（
一
五
三
番
・
一
五
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ
五
月
雨
に
物
思
を
れ
は　
郭
公
夜　
ふ
か
く
な
き
て
い
つ
ち
ゆ
く
ら
む
夜
や
く
ら
き
道
や
ま
と
へ
る
ほ
と
ゝ
き
す
わ
か
や
と
を
し
も
す
き
か
て
に
な
く
一
四
八
番
と
一
四
九
番
で
は
、
三
本
と
も
隣
接
Ⅱ
と
な
っ
て
お
り
、
一
文
字
ほ
ど
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
の
出
現
箇
所
が
ず
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
異
な
る
表
記
を
用
い
て
い
た
の
は
、
嘉
禄
本
の
み
だ
っ
た
。
伊
達
本
と
為
家
本
で
は
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
の
位
置
に
ず
れ
が
あ
る
た
め
、
書
き
分
け
は
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
一
五
三
番
と
一
五
四
番
で
は
、
嘉
禄
本
の
み
書
き
分
け
を
行
っ
て
い
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な
い
。
為
家
本
の
み
隣
接
Ⅱ
で
あ
り
、
位
置
に
ず
れ
が
あ
る
。
一
方
、
定
家
筆
の
二
本
は
隣
接
Ⅰ
で
、
同
じ
位
置
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
伊
達
本
で
は
、
一
五
三
番
で
は
「
郭
公
」、
一
五
四
番
で
は
仮
名
と
異
な
る
表
記
を
使
用
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
嘉
禄
本
で
は
、
語
が
隣
り
合
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
も
「
時
鳥
」
と
い
う
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
歌
頭
以
外
で
は
、「
語
が
隣
接
し
た
場
合
に
書
き
分
け
る
」
と
い
う
意
識
が
薄
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
、
室
町
時
代
書
写
の
四
本
の
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。
図
十
一　
『
古
今
和
歌
集
』
飛
鳥
井
雅
親
本
（
一
四
八
番
・
一
四
九
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
図
十
二　
『
古
今
和
歌
集
』
飛
鳥
井
雅
親
本
（
一
五
三
番
・
一
五
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
図
十
三　
『
古
今
和
歌
集
』
橋
本
公
夏
本
（
一
四
八
番
・
一
四
九
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
十
四　
『
古
今
和
歌
集
』
橋
本
公
夏
本
（
一
五
三
番
・
一
五
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
十
五　
『
古
今
和
歌
集
』
三
条
西
実
隆
本
（
一
四
八
番
・
一
四
九
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
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図
十
六　
『
古
今
和
歌
集
』
三
条
西
実
隆
本
（
一
五
三
番
・
一
五
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
十
七　
『
古
今
和
歌
集
』
清
水
谷
公
松
本
（
一
四
八
番
・
一
四
九
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
十
八　
『
古
今
和
歌
集
』
清
水
谷
公
松
本
（
一
五
三
番
・
一
五
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
室
町
時
代
書
写
の
本
の
う
ち
、
隣
接
Ⅱ
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
橋
本
公
夏
本
の
一
四
八
番
と
一
四
九
番
（
図
十
三
）
の
み
だ
っ
た
。
こ
こ
で
の
表
記
は
ど
ち
ら
も
仮
名
書
き
だ
が
、
一
四
八
番
は
「
保
と
ゝ
き
す
」、
一
四
九
番
は
「
本
と
ゝ
き
す
」
で
あ
る
。〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
の
語
が
完
全
に
並
ぶ
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
ほ
」
の
字
母
を
変
え
る
こ
と
で
、
視
覚
的
な
差
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
箇
所
で
は
、
す
べ
て
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
完
全
に
並
ん
で
い
た
。
飛
鳥
井
雅
親
本
で
は
、
一
四
八
番
と
一
四
九
番
で
は
仮
名
と
「
郭
公
」、
図
十
二
で
は
「
郭
公
」
と
「
時
鳥
」
と
い
う
書
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。
橋
本
公
夏
本
の
一
五
三
番
と
一
五
四
番
で
は
、「
郭
公
」
と
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
三
条
西
実
隆
本
で
は
、
一
四
八
番
と
一
四
九
番
で
は
仮
名
と
「
郭
公
」、
一
五
三
番
と
一
五
四
番
で
は
「
郭
公
」
と
仮
名
と
い
う
表
記
が
採
ら
れ
て
い
た
。
清
水
谷
公
松
本
の
一
五
三
番
と
一
五
四
番
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
は
、「
郭
公
」
と
仮
名
と
な
っ
て
い
る
。
一
四
八
番
と
一
四
九
番
は
ど
ち
ら
も
仮
名
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
四
八
番
は
「
本
と
ゝ
き
須
」、
一
五
四
番
は
「
保
と
ゝ
き
春
」
と
な
っ
て
い
る
。
室
町
時
代
書
写
の
写
本
で
は
、
歌
頭
以
外
で
も
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。
写
本
が
写
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
語
の
隣
接
に
対
す
る
書
き
分
け
の
意
識
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
ほ
か
の
和
歌
集
で
も
見
ら
れ
る
の
か
。
続
い
て
、『
後
撰
和
歌
集
』
と
『
拾
遺
和
歌
集
』
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
を
見
て
い
く
。『
後
撰
和
歌
集
』
で
は
、
表
二
に
掲
載
し
た
四
本
を
、『
拾
遺
和
歌
集
』
は
、
表
三
に
掲
げ
た
写
本
の
う
ち
、
観
慧
本
と
中
院
通
茂
本
を
除
く
三
本
を
調
査
対
象
と
し
た
。
観
慧
本
と
中
院
通
茂
本
を
調
査
対
象
か
ら
除
外
し
た
の
は
、
天
福
本
と
同
じ
表
記
を
用
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
二
本
は
、
定
家
筆
本
を
「
不
違
一
字
」
的
に
書
写
し
た
か
、「
不
違
一
字
」
書
写
し
た
も
の
を
同
様
に
写
し
た
の
だ
ろ
う
。
『
後
撰
和
歌
集
』
で
は
、
一
六
三
番
と
一
六
四
番
、
一
七
七
番
と
一
七
八
番
、
一
八
〇
番
と
一
八
一
番
、
一
八
六
番
と
一
八
七
番
の
第
三
句
、『
拾
遺
和
歌
集
』
で
は
、
一
一
七
番
か
ら
一
一
九
番
、
八
二
〇
番
と
八
二
一
番
の
第
三
句
で
〈
ホ
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ト
ト
ギ
ス
〉
が
隣
接
し
て
い
る
。
丁
を
ま
た
ぐ
箇
所
で
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
並
ぶ
場
合
は
、
隣
接
と
み
な
し
た
。
ま
ず
は
、『
後
撰
和
歌
集
』
天
福
本
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
を
扱
う
。
『
後
撰
和
歌
集
』
天
福
本⒂
（
一
六
三
番
・
一
六
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ
こ
の
こ
ろ
は
さ
み
た
れ
ち
か
み
郭
公
思
み
た
れ　
て
な
か
ぬ
日
そ
な
き
ま
つ
人
は
誰
な
ら
な　
く　
に
ほ
と
ゝ
き
す
思
ひ
の
外
に
な
か
は
う
か
ら
ん
『
後
撰
和
歌
集
』
天
福
本
（
一
七
七
番
・
一
七
八
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ
獨
ゐ
て
物
思
ふ
我
を
郭
公　
こ
ゝ
に
し
も　
な
く
心
あ
る
ら
し
玉
匣
あ
け
つ
る
ほ
と
の
ほ
と
ゝ
き
す
た
ゝ
ふ
た
こ
ゑ
も
な
き
て
か
し
哉
『
後
撰
和
歌
集
』
天
福
本
（
一
八
〇
番
・
一
八
一
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ
と
こ
夏
に
な
き　
て
も
へ
な
ん
ほ
と
ゝ
き
す
し
け
き
み
山
に
な
に
帰
ら
ん
ふ
す
か
ら
に
ま
つ
そ
わ
ひ
し
き
郭
公
な
き　
も
は
て
ぬ
に
あ
く
る
夜
な
れ
は
『
後
撰
和
歌
集
』
天
福
本
（
一
八
六
番
・
一
八
七
番
）
…
…
隣
接
Ⅲ
色
か
へ
ぬ
花
橘
に
郭
公
ち
よ
を
な
ら
せ
る
こ
ゑ　
き
こ
ゆ
な
り
た
ひ
ね
し
て
つ
ま
こ
ひ
す
ら
し
郭
公
神
な
ひ
山
に
さ
よ
ふ
け
て
な
く
『
後
撰
和
歌
集
』
で
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
二
首
続
け
て
登
場
す
る
箇
所
の
う
ち
、
一
八
六
番
と
一
八
七
番
を
除
く
三
か
所
で
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
並
ん
で
い
た
。
ま
ず
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
並
ば
な
い
一
八
六
番
と
一
八
七
番
を
み
て
み
る
と
、
二
首
と
も
「
郭
公
」
を
使
用
し
て
い
る
。
語
の
位
置
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
同
じ
表
記
を
使
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
六
三
番
と
一
六
四
番
で
は
、「
郭
公
」
と
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
一
七
七
番
と
一
七
八
番
で
は
、
一
七
八
番
が
「
の
」
一
文
字
分
下
が
っ
た
位
置
か
ら
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
書
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
隣
接
Ⅱ
と
し
た
。
こ
こ
で
は
「
郭
公
」
と
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
八
〇
番
と
一
八
一
番
で
は
、
仮
名
と
「
郭
公
」
と
な
っ
て
い
た
。
『
後
撰
和
歌
集
』
で
は
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
並
ぶ
箇
所
で
は
、
す
べ
て
異
な
る
表
記
を
用
い
て
い
た
。
歌
頭
以
外
で
は
書
き
分
け
を
行
わ
な
い
箇
所
も
あ
っ
た
『
古
今
和
歌
集
』
と
は
異
な
る
。
で
は
、
ほ
か
の
写
本
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
は
、
甘
露
寺
親
長
本
（
一
四
七
八
年
書
写
）
の
影
印
を
示
す
。
図
十
九　
『
後
撰
和
歌
集
』
甘
露
寺
親
長
本⒃
（
一
六
三
番
・
一
六
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
二
十　
『
後
撰
和
歌
集
』
甘
露
寺
親
長
本
（
一
七
七
番
・
一
七
八
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
― ―43
図
二
十
一　
『
後
撰
和
歌
集
』
甘
露
寺
親
長
本
（
一
八
〇
番
・
一
八
一
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
二
十
二　
『
後
撰
和
歌
集
』
甘
露
寺
親
長
本
（
一
八
六
番
・
一
八
七
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
甘
露
寺
親
長
本
で
は
、
一
七
七
番
と
一
七
八
番
以
外
は
す
べ
て
隣
接
Ⅰ
と
し
た
。
隣
接
Ⅱ
と
し
た
一
七
七
番
と
一
七
八
番
は
、
ど
ち
ら
も
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
が
、「
ほ
」
の
字
母
が
異
な
っ
て
お
り
、
一
七
七
番
は
「
保
と
ゝ
き
す
」、
一
七
八
番
は
「
本
と
ゝ
き
す
」
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
三
か
所
で
は
、
一
六
三
番
と
一
六
四
番
は
「
郭
公
」
と
仮
名
、
一
八
〇
番
と
一
八
一
番
、
一
八
六
番
と
一
八
七
番
は
仮
名
と
「
郭
公
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
語
が
完
全
に
並
ぶ
と
き
に
は
漢
字
と
仮
名
を
、
少
し
位
置
が
ず
れ
る
と
き
は
字
母
の
異
な
る
仮
名
を
使
用
す
る
、
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
、
江
戸
中
期
書
写
の
桂
宮
諸
大
夫
永
盛
本
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
を
見
て
い
く
。
図
二
十
三　
『
後
撰
和
歌
集
』
永
盛
本⒄
（
一
六
三
番
・
一
六
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅲ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
二
十
四　
『
後
撰
和
歌
集
』
永
盛
本
（
一
七
七
番
・
一
七
八
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
二
十
五　
『
後
撰
和
歌
集
』
永
盛
本
（
一
八
〇
番
・
一
八
一
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
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図
二
十
六　
『
後
撰
和
歌
集
』
永
盛
本
（
一
八
六
番
・
一
八
七
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
永
盛
本
の
一
六
三
番
と
一
六
四
番
で
は
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
は
隣
り
合
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
仮
名
と
「
時
鳥
」
と
い
う
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
語
頭
が
一
文
字
ほ
ど
ず
れ
て
い
る
一
七
七
番
と
一
七
八
番
で
は
、
仮
名
と
「
郭
公
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
二
箇
所
は
隣
接
Ⅰ
と
な
っ
て
お
り
、
一
八
〇
番
と
一
八
一
番
で
は
「
郭
公
」
と
「
時
鳥
」、
一
八
六
番
と
一
八
七
番
で
は
仮
名
と
「
郭
公
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
一
八
六
番
と
一
八
七
番
は
、
見
開
き
で
隣
り
合
う
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
異
な
る
表
記
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
で
、
表
記
が
変
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
本
の
書
写
者
は
、
同
じ
語
が
隣
り
合
う
と
き
は
、
必
ず
異
な
る
表
記
を
用
い
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
、
忠
順
本
（
一
八
五
五
年
書
写
）
の
表
記
を
見
て
い
く
。
図
二
十
七　
『
後
撰
和
歌
集
』
忠
順
本⒅
（
一
六
三
番
・
一
六
四
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
二
十
八　
『
後
撰
和
歌
集
』
忠
順
本
（
一
七
七
番
・
一
七
八
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
二
十
九　
『
後
撰
和
歌
集
』
忠
順
本
（
一
八
〇
番
・
一
八
一
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
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図
三
十　
『
後
撰
和
歌
集
』
忠
順
本
（
一
八
六
番
・
一
八
七
番
）
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
一
六
三
番
と
一
六
四
番
、
一
八
〇
番
と
一
八
一
番
は
丁
が
変
わ
る
が
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
並
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
は
、
ど
ち
ら
も
「
郭
公
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
語
の
位
置
が
一
文
字
ほ
ど
ず
れ
て
お
り
、
同
じ
表
記
を
用
い
て
も
問
題
が
な
い
と
判
断
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
七
七
番
と
一
七
八
番
、
一
八
六
番
と
一
八
七
番
は
、
ど
ち
ら
も
隣
接
Ⅰ
と
し
た
。
一
八
六
番
と
一
八
七
番
は
「
郭
公
」
と
「
時
鳥
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
一
七
七
番
と
一
七
八
番
は
、
ど
ち
ら
も
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、「
保
」
の
く
ず
し
方
と
「
き
す
」
の
字
母
が
異
な
っ
て
お
り
、
一
七
七
番
は
「
起
春
」、
一
七
八
番
は
「
幾
寸
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
仮
名
表
記
が
並
ぶ
た
め
、
く
ず
し
方
や
字
母
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
視
覚
的
な
変
化
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
、『
拾
遺
和
歌
集
』
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
天
福
本
を
掲
げ
る
。
一
一
七
番
か
ら
一
一
九
番
で
は
隣
接
が
二
か
所
あ
る
た
め
、
度
合
い
も
二
か
所
で
分
け
て
示
し
た
。
図
三
十
一　
『
拾
遺
和
歌
集
』
天
福
本⒆
（
一
一
七
番
～
一
一
九
番
）
一
一
七
番
・
一
一
八
番
…
…
隣
接
Ⅱ
、
一
一
八
番
・
一
一
九
番
…
…
隣
接
Ⅰ
図
三
十
二　
『
拾
遺
和
歌
集
』
天
福
本
（
八
二
〇
番
・
八
二
一
番
）
…
…
隣
接
Ⅲ
ま
ず
、
一
一
七
番
か
ら
一
一
九
番
ま
で
を
見
て
み
る
と
、
見
開
き
で
隣
り
合
う
一
一
七
番
と
一
一
八
番
で
は
、
ど
ち
ら
も
「
郭
公
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
続
く
一
一
九
番
で
は
、
仮
名
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
一
九
番
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
は
、
一
一
八
番
よ
り
一
文
字
ほ
ど
上
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
郭
公
」
を
用
い
る
と
、
同
じ
表
記
が
並
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
仮
名
表
記
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
八
二
一
番
の
「
時
鳥
」
は
、
八
二
〇
番
の
「
お
な
し
」
と
同
じ
高
さ
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
並
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
異
な
る
表
記
が
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選
ば
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
の
嘉
禄
本
の
一
五
三
番
と
一
五
四
番
で
「
時
鳥
」
が
並
ん
で
い
る
こ
と
と
は
異
な
る
。
歌
頭
で
は
書
き
分
け
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
で
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
、
九
条
稙
通
本
（
一
五
三
四
年
）
と
貞
応
本
（
一
五
八
八
年
）
で
の
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
を
見
て
い
く
。
な
お
、『
拾
遺
和
歌
集
』
貞
応
本
は
、
八
二
〇
番
で
丁
の
表
が
終
わ
り
、
八
二
一
番
か
ら
裏
に
入
る
た
め
、
二
首
は
並
ん
で
い
な
い
。
図
三
十
三　
『
拾
遺
和
歌
集
』
九
条
稙
通
本⒇
（
一
一
七
番
～
一
一
九
番
）
一
一
七
番
・
一
一
八
番
…
…
隣
接
Ⅰ
、
一
一
八
番
・
一
一
九
番
…
…
隣
接
Ⅰ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
三
十
四　
『
拾
遺
和
歌
集
』
九
条
稙
通
本
（
八
二
〇
番
・
八
二
一
番
）
…
…
隣
接
Ⅱ

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
図
三
十
五　
『
拾
遺
和
歌
集
』
貞
応
本
（
一
一
七
番
～
一
一
九
番
）
一
一
七
番
・
一
一
八
番
…
…
隣
接
Ⅰ
、
一
一
八
番
・
一
一
九
番
…
…
隣
接
Ⅰ
]

（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
ま
ず
、
九
条
稙
通
本
の
一
一
七
番
か
ら
一
一
九
番
を
見
る
。
一
一
七
番
と
一
一
八
番
で
は
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
表
記
は
、
一
一
七
番
は
「
時
鳥
」、
一
一
八
番
は
「
郭
公
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
一
九
番
は
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
で
は
、
す
べ
て
異
な
る
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
八
二
〇
番
と
八
二
一
番
で
は
、
八
二
一
番
の
「
時
鳥
」
が
、
一
文
字
ほ
ど
下
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
位
置
が
ず
れ
て
い
る
か
ら
か
、
二
首
と
も
「
時
鳥
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
と
め
歌
の
歌
頭
に
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
現
れ
る
と
き
は
、
異
な
る
表
記
を
使
用
し
て
い
た
。
仮
名
表
記
を
用
い
る
場
合
で
も
、
異
な
る
字
母
で
書
き
分
け
を
行
っ
て
い
た
。
一
方
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
が
歌
頭
以
外
に
登
場
す
る
と
き
は
、
同
じ
表
記
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
回
隣
接
の
調
査
対
象
と
し
た
写
本
の
う
ち
、『
拾
遺
和
歌
集
』
は
、
定
家
筆
本
の
系
統
を
継
ぐ
本
を
使
用
し
た
。『
古
今
和
歌
集
』
も
、
為
家
本
以
降
は
す
べ
て
定
家
筆
本
の
奥
書
を
も
っ
て
い
る
。
だ
が
、
写
さ
れ
方
に
は
違
い
が
み
ら
れ
た
。『
古
今
和
歌
集
』
為
家
本
や
、『
拾
遺
和
歌
集
』
観
慧
本
、
中
院
通
茂
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本
は
、
定
家
筆
本
と
同
じ
表
記
を
用
い
て
い
た
。
定
家
筆
や
そ
の
忠
実
な
転
写
本
を
「
不
違
一
字
」
に
書
写
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
定
家
の
写
本
と
は
異
な
る
表
記
を
用
い
る
写
本
も
存
す
る
。
定
家
本
系
統
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
表
記
を
い
か
に
尊
重
す
る
か
は
、
書
写
者
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
こ
ろ
ま
で
は
「
郭
公
」
と
い
う
表
記
が
主
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
定
家
筆
本
な
ど
「
時
鳥
」
が
わ
ず
か
に
現
れ
る
写
本
も
あ
っ
た
が
、「
郭
公
」
を
多
用
す
る
も
の
の
方
が
一
般
的
だ
っ
た
。
だ
が
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、「
時
鳥
」
の
使
用
が
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
契
機
と
し
て
は
、〈
カ
ッ
コ
ウ
〉
と
い
う
鳥
の
認
識
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
室
町
時
代
ま
で
の
辞
書
で
は
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
と
い
う
項
目
は
あ
っ
て
も
、〈
カ
ッ
コ
ウ
〉
は
解
説
中
に
さ
え
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
は
じ
め
て
〈
カ
ッ
コ
ウ
〉
が
辞
書
に
現
れ
る
の
は
、
室
町
時
代
末
期
に
成
立
し
た
『
伊
京
集
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
郭
公
」
の
左
に
、「
ク
ワ
ツ
コ
ウ
」
と
い
う
読
み
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
だ
が
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
『
伊
京
集
』
は
室
町
時
代
末
期
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
書
写
さ
れ
た
の
は
も
う
少
し
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
よ
っ
て
、
辞
書
の
中
で
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
と
〈
カ
ッ
コ
ウ
〉
が
分
か
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
と
別
に
〈
カ
ッ
コ
ウ
〉
と
い
う
項
目
を
立
て
た
辞
書
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
と
し
て
、
一
六
八
〇
年
成
立
の
『
節
用
集
大
全
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
入
り
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
と
〈
カ
ッ
コ
ウ
〉
は
別
の
鳥
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
徐
々
に
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
を
「
郭
公
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
減
っ
て
い
く
。
だ
が
、
完
全
に
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
郭
公
」
は
〈
カ
ッ
コ
ウ
〉
で
あ
り
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
と
同
時
に
、「
郭
公
」
を
〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
と
扱
う
古
辞
書
も
あ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
古
辞
書
と
し
て
は
、
『
和
漢
音
釈
書
言
字
考
合
類
大
節
用
集
』（
一
六
九
八
年
成
立
）
が
あ
る
。
三
代
集
で
は
、
仮
名
表
記
と
漢
字
表
記
を
両
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
仮
名
の
字
母
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変
化
を
つ
け
て
写
し
て
い
た
。
注
⑴　
新
村
出
（
二
〇
〇
八
）『
広
辞
苑　
第
六
版
』
岩
波
書
店
。
な
お
、
鳥
の
名
称
と
し
て
語
を
表
示
す
る
場
合
に
は
、〈
ホ
ト
ト
ギ
ス
〉
の
よ
う
に
、
山
カ
ッ
コ
に
入
れ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。
⑵　
小
松
英
雄
（
一
九
八
八
）「
藤
原
定
家
の
文
字
遣
「
を
」「
お
」
の
中
和
を
中
心
と
し
て
」『
仮
名
文
の
原
理
』
笠
間
書
院
⑶　
浅
田
徹
（
一
九
九
二
）「
不
違
一
字
」
的
書
写
態
度
に
つ
い
て
」『
中
世
和
歌　
資
料
と
論
考
』
明
治
書
院
⑷　
画
像
の
公
開
元
は
ｅ
国
宝
（http://w
w
w
.em
useum
.jp/
、
二
〇
一
七
年
九
月
二
十
五
日
閲
覧
）
⑸　
久
曽
神
昇
編
（
一
九
九
一
）『
藤
原
定
家
筆　
古
今
和
歌
集
』
汲
古
書
院
⑹　
画
像
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
⑺　
『
古
今
和
歌
集　
清
輔
本
』（
一
九
七
三
、
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
）
⑻　
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
（
一
九
九
四
）『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
巻
　
古
今
和
歌
集　
嘉
禄
二
年
本　
古
今
和
歌
集　
貞
応
二
年
本
』
朝
日
新
聞
社
⑼　
⑻
に
同
じ
⑽　
⑻
の
解
説
（
片
桐
洋
一
）
よ
り
⑾　
画
像
の
公
開
元
は
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://w
w
w
.
w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
十
六
日
閲
覧
）
⑿　
画
像
の
公
開
元
は
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（https://kotenseki.
nijl.ac.jp/
、
二
〇
一
八
年
十
月
十
九
日
閲
覧
）
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⒀　
⑿
に
同
じ
⒁　
⑿
に
同
じ
⒂　
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
（
二
〇
〇
四
）『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
三
巻
　
後
撰
和
歌
集　
天
福
二
年
本
』
朝
日
新
聞
社
⒃　
⑿
に
同
じ
⒄　
⑿
に
同
じ
⒅　
⑿
に
同
じ
⒆　
久
曽
神
昇
編
（
一
九
九
〇
）『
藤
原
定
家
筆　
拾
遺
和
歌
集
』
汲
古
書
院
⒇　
⑿
に
同
じ
　
画
像
の
公
開
元
は
京
都
大
学K
U
LIN
E
（https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/
、
二
〇
一
八
年
一
月
五
日
閲
覧
）
　
中
田
祝
夫
（
一
九
七
九
）『
改
訂
新
版　
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
勉
誠
社
　
中
田
祝
夫
（
一
九
七
五
）『
恵
空
編　
節
用
集
大
全
研
究
並
び
に
索
引
』
勉
誠
社
　
中
田
祝
夫
、
小
林
祥
次
郎
（
一
九
七
三
）『
書
言
字
考
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
風
間
書
房
受　
贈　
雑　
誌
（
四
）
國
文
學
攷
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
国
文
学
試
論
大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
國
文
学
踏
査
大
正
大
学
国
文
学
会
国
文
学
論
考
都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会
國
文
學
論
叢
龍
谷
大
學
國
文
學
會
国
文
橘
京
都
橘
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
国
文
白
百
合
白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
国
文
鶴
見
鶴
見
大
学
日
本
文
学
会
国
文
論
叢
神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会
古
事
記
學
國
學
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
研

究
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
古
代
研
究
早
稲
田
古
代
研
究
会
語
文
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
語
文
日
本
大
学
国
文
学
会
語
文
研
究
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
語
文
と
教
育
鳴
門
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会
語
文
論
叢
千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会
相
模
国
文
相
模
女
子
大
学
国
文
研
究
会
「
作
家
特
殊
研
究
」
研
究
冊
子
法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

日
本
文
学
専
攻
實
踐
國
文
學
實
踐
國
文
學
会
